
（ア）被災状況の確認

1 給食部門の状況
・人員の状況（給食受託業者も含む）
・ライフライン（電話、ガス、水道等）
・施設設備（調理機器、調理器具、食器等）
・食材、備蓄品（納入済食品、備蓄食品等）
・配膳関係（給食用エレベーター、配膳車、配膳ルート、食堂等）
・通信手段（電話、ファックス、電算システム等）

2 入所者・利用者の状況

3 納入業者等の状況

災害発生

災害発生時のフローチャート

（イ）施設長への報告

食事提供の可否判断

（ウ）自力での食事提供が可能な場合

<水が使えないとき>

・缶詰、レトルト食品を使用す
る。
・使い捨て食器を使用する、食
器にラップやアルミホイルを
敷く。
・ウェットティッシュを活用す
る。(手やテーブルを拭く)

<ガスが使えないとき>

・電気を熱源とする調理器具や
カセットコンロ、ガスボンベ
で調理する。
・缶詰、レトルト食品を使用す
る。
・冷蔵庫内の在庫食品を早めに
使用する。
・使い捨て食器を使用する、食
器にラップやアルミホイルを
敷く。

<電気が使えないとき>

・ガスを熱源とする調理器具で
調理する。
・缶詰、レトルト食品を使用す
る。
・冷蔵庫内の在庫食品を早めに
使用する。
・使い捨て食器を使用する、食
器にラップやアルミホイルを
敷く。

<全て使えないとき>

・缶詰、レトルト食品を使用す
る。
・使い捨て手袋を使用する。
・使い捨て食器を使用する、食
器にラップやアルミホイルを
敷く。
・ウェットティッシュを活用す
る。（手やテーブルを拭く）

(オ)復旧状況に応じた対応
・フェーズ毎の対応
・災害時対応記録の作成

(エ)自力で食事提供が不可能な場合

○代替給食（外部からの搬入）
○物的支援、人的支援の要請

※外部（提携施設）への支援要請については、
施設内のルールに従って行う


